
 
報道関係者各位          No. 2014-058 

PRESS RELEASE 2014年10月9日                                     
 

国際交流基金アジアセンターpresents  

「CROSSCUT ASIA #01魅惑のタイ」 
学園・歴史ドラマからおなじみのホラーまで、ラインアップを発表！  

 

国際交流基金（ジャパンファウンデーション）アジアセンターは、10月23日に開幕する第27回東京国際映画祭

（Tokyo International Film Festival：以下、ＴＩＦＦ）にて、ＴＩＦＦと本年度より開始したコラボレーション・

シリーズ「CROSSCUT ASIA」の第１弾として、タイ映画の魅力に迫る大特集を開催いたします。最新作を中心

に、大手からインディーズまで、学園ドラマや映画化が４回目となる歴史ドラマ、そしておなじみのホラー映画ま

で、タイ映画の幅広さをたっぷりとお届けします。会期中は、全作品ゲストの来日を予定しております。つきまし

ては、是非貴媒体にて本情報をご紹介頂けますよう、何卒宜しくお願い申し上げます。 
 

 

■ 特集タイトル：国際交流基金アジアセンターpresents「CROSSCUT ASIA ＃01 魅惑のタイ」 

■ 概要： 本年（2014年）、アジアの国、監督、俳優、テーマなどに焦点を当て、アジア映画の特集上映を行う

「CROSSCUT ASIA」(クロスカット・アジア)部門を創設。アジアの現在(いま)を鋭く切り取った珠玉の映画

を紹介していきます。初年度の今年は、近年めざましい躍進を遂げるタイ映画に注目。新作を中心とし

たラインアップでタイ映画の魅力に迫ります。 

※「CROSSCUT ASIA ＃01 魅惑のタイ」ラインアップ一覧、ゲスト来日情報等詳細は次頁以降をご覧ください。 

 

【特典】 来場者に特別パンフレット（非売品）を配布！ 

本企画を記念して、「CROSSCUT ASIA #01魅惑のタイ」特集パンフレットが完成。 

今年のコンペティション部門『紙の月』原作角田光代さんのエッセイや、同部門『壊れた心』主

演で、タイ映画にも出演経験のある国際派俳優、浅野忠信さんのインタビュー、アピチャッポ

ン監督と石坂プログラミング・ディレクターの特別対談まで、タイ映画ファンならずとも手に入

れたい限定パンフレットを映画祭会場内にて無料で配布いたします。 
 

 

第 27回東京国際映画祭 http://www.tiff-jp.net 
【開催期間】： 10月 23日（木）～10月 31日（金）   
【会場】： 六本木ヒルズ（港区）、TOHOシネマズ 日本橋（中央区）他            

 
 
 

●東京国際映画祭に関するお問い合わせ： マンハッタン・ピープル（相良、猿谷、田中舘） 
Tel: ０３－６２１５－６２２０ / Fax: ０３－６２１５－６２２１ 
●国際交流基金に関するお問い合わせ： 国際交流基金 アジアセンター（村田、熊谷）Tel: ０３－５３６９－６０２５ 
コミュニケーションセンター（川久保、麦谷）Tel: ０３－５３６９－６０８９ / E-mail: press@jpf.go.jp  
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国際交流基金アジアセンターpresents         
CROSSCUT ASIAラインナップ一覧 ＃01 魅惑のタイ 

来日情報は10月９日現在の予定です、変更の場合もございますのでご了承ください。 

©Mosquito Films 
Distribution 

2014年ロッテルダム国際映画祭国際映画批評家連盟賞受賞作品 

農村に暮らし、稲をめぐる折々の日々を追った、珠玉のドキュメンタリー！ 
『稲の歌』 
監督：ウルポン・ラクササド 
キャスト：プラヤット・プロムマー 
『稲作ユートピア』（山形国際ドキュメンタリー映画祭 09出品）で知られるウルポン監督の農村ドキ
ュメンタリー最新作。広大な田んぼと稲の成長。折々の祭礼、歌、踊りの数々。とりわけクライマックス
の手作り打ち上げ花火のシーンは圧巻！日本の稲作文化と比較してみるのも一興。 

ピムパカー・トーウィラ（プロデューサー）来日予定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ©2014 GMM Tai Hub Co., Ltd. 

美しい自然に囲まれた、水上の小学校を舞台に繰り広げられる、心温まる物語！ 
『先生の日記』 
監督：ニティワット・タラトーン   
キャスト：スクリット・ウィセートケーオ、チャーマーン・ブンヤサック 
山と水に囲まれた僻地の小学校に赴任した青年教師ソーンは、学年の違う4人の児童を受け持つ。
職員室に残された前任の女性教師エーンの日記を読むうちに、ソーンは会ったこともないエーンのこと
が気にかかりはじめる。ニティワット監督は『フェーンチャン ぼくの恋人』の共同監督のひとり。 

ニティワット・タラトーン監督来日予定 
＜監督プロフィール＞ 
1974年生まれ、ロマンティック・コメディ『フェーンチャン ぼくの恋人』(03)で他の 5人の監督と共に監督デビュー、
2003年にタイ国内でトップの興行成績を収める。06年に“Seasons Change”で単独監督デビュー。09年の
“Dear Galileo”は親しみやすく、愛すべき登場人物たちがタイの若者層の人気を呼び好評を博した。                
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
© 2014 SAHAMONGKOLFILM INTERNATIONAL CO., LTD. ALL RIGHTS 
RESERVED 

日本の佐賀・唐津くんちロケ、さわやかなラブ・ストーリー！！ 
『タイムライン』      （協力：アジアフォーカス・福岡国際映画祭） 
監督：ノンスィー・ニミブット 
キャスト：ジーラユ・タンシースック、ジャリンポーン・ジュンキアット、 
ピヤティダー・ウォラムシック 
『ナンナーク』『ジャンダラ』のノンスィー監督の新作。母子家庭で育ったテーンは母の意に反してバンコク
の大学へ進学、そこで美しいジューンと出会う。ハートフルな物語に、唐津くんちなど佐賀県各地で撮
影されたシーンが彩を添える。 

ノンスィー・ニミブット監督、ナモン・ポンウィライ（プロデュサー）来日予定 
＜監督プロフィール＞ 
1962 年生まれ。タイの著名な監督兼プロデューサー。1990 年代後半にタイ映画が世界のスポット
ライトを再び浴びることになった立役者のひとりである。今も映画業界で強い影響力を持ち、国際的
な注目を集めている。 

ドキュメンタリー 

〒160-0004 東京都新宿区四谷 4-4-1 
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世界中の監督からラブ・コールを受けるリー監督、待望の初監督作！！ 
『コンクリートの雲』 
監督：リー・チャータメーティクン 
キャスト：アナンダ・エヴェリンハム、アピンヤー・サクンジャルーンスック、 
ジェーンスダー・パーントー 
アピチャッポン監督『ブンミおじさんの森』などの編集技師として知られるリー監督デビュー作。1997
年、アジア金融危機の余波で自殺した父親。葬儀のためニューヨークから戻ったエリートの兄と、バンコ
クに暮らす弟。タイとアメリカを往還する物語に「経済」と「愛」が交錯する。 

リー・チャータメーティクン監督、プラウィット・ハンステン（男優）来日予定 
＜監督プロフィール＞ 
1976年生まれ。2007年、香港で開催された第1回アジア・フィルム・アワードで『世紀の光』が最優
秀編集賞を受賞。08年にはバンコク映画批評家協会より『ワンダフル・タウン』の編集に対して賞を授
与される。最近では“Karaoke”が 10年のアジア・フィルム・アワードで2度目となる最優秀編集賞を
受賞。 

 
 

タイ・ホラーの十八番、先の全く読めない展開に釘付け！ 
『ラスト・サマー』 
監督：キッティタット・タンシリキット、シッティシリ・モンコンシリ、サランユー・ジラーラック 
キャスト：ジラーユ・ラオーンマニー、スタッター・ウドムシン、ピンパカーン・プレークンナタム 
ホラー王国タイで昨年の大ヒットとなった、若手3監督による 3話リレー式のオムニバス・ホラー。新進
女優ジョーイがフェイスブックで「死にたい」とつぶやいたことがきっかけで、運命の歯車が狂いはじめる。
『タン・ウォン～願掛けのダンス』のコンデート監督が本作では全編の脚本を担当している。 
 

スタッター・ウドムシン（女優）、ルタイワン・ウォンシラサワット（プロデュサー）来日予定 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

©2013/M THIRTY NINE CO.,LTD 
 

タイで圧倒的支持を受けるラブ・ストーリー、4回目の映画化！ 
『メナムの残照（2013年版）』  
監督：キッティコーン・リアウシリクン 
キャスト：ナデート・クギミヤ、オラネート・D・カベレス、ニティット・ワーラーヤーノン 
太平洋戦争中のタイ。駐屯する日本軍に反発しながらも誠実な海軍少尉・小堀に惹かれていくタ
イ人女性アンスマリン。運命のカップルはやがて結ばれるが、抗日活動に身を投じたかつての恋人
がアンスマリンの前に現れて…。タイ人なら誰でも知っている物語、4回目の映画化。 

キッティコーン・リアウシリクン監督、主演女優オラネート・D・カベレス来日予定 
＜監督プロフィール＞ 
音楽系の会社でキャリアをスタート、1990 年に著名な映画製作会社で仕事を始める。初のコメ
ディ映画“18-80 Buddy”を監督し、翌年“A Miracle of Ohm & Somwang”を監督。その他
の作品には“Goal Club”(01)“Saving Private Tootsie”(02) “Ahimsa Stop To Run”
(05)“Bullet Wives”(05)“Buslane”(07)“Dreamteam”(08)“That sounds good”
(10)などがある。 
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タイ・アカデミー賞2014で最優秀作品賞他4賞を受賞作品 
今どきのタイの高校生をポップ＆オフビートに描いた、新感覚の楽しい青春映画！ 
『タン・ウォン～願掛けのダンス』 
監督：コンデート・ジャトゥランラッサミー 
キャスト：ソンポップ・シッティアージャーン、シリパット・クーハーウィチャーナン、ナタシ
ット・コーティマナスワニット 
『手あつく、ハグして』『P-047』のコンデート監督の近作。神様に願掛けをした4人の高校生が、チ
ームを組んでタイ伝統舞踊を舞うことに。素人ダンサーたちが猛練習の果てに掴んだものは…。“タ
ン・ウォン”とは踊りを始める前に構えるポーズのこと。 

コンデート・ジャトゥランラッサミー監督来日予定 
＜監督プロフィール＞ 
2002年、映画会社サハモンコン・フィルムのもと初長編作“Seyew”を監督し、シアトル国際映画
祭で特別賞受賞。2作目となる『ミッドナイト、マイ・ラブ』(TIFF05出品)はドーヴィル・アジア映画
祭で最優秀脚本賞を受賞。また映画会社 GTH のもと監督 3作目となる『手あつく、ハグして』を
手掛ける。最新作『P-047』は 11年ヴェネチア映画祭でプレミア上映された。 

 
©Very Sad Pictures 

 
 

2012年釜山国際映画祭ニューカレント賞受賞 
36の短いシーンで物語を紡ぐ、新鋭監督の才能が光る逸品！ 

『36のシーン』 
監督：ナワポン・タムロンラタナリット 
キャスト：コラミット・ワッチャラサティアン、ワンロット・ルンカムジャット 
ロケーション・ハンティング係の女性と美術担当の男性――映画スタッフの男女の恋の行方が、ワン
シーン・ワンショットによる 36 の場面で綴られる、新感覚のインディーズ作品。大量のツイートが画
面に溢れる『マリー・イズ・ハッピー』(TIFF13 出品)で話題を呼んだナワポン監督の長編デビュー
作。 

ナワポン・タムロンラタナリット監督来日予定 
＜監督プロフィール＞ 
1984 年生まれ。チュラロンコン大学で中国語を専攻。在学中から短編映画を制作。長編デビュ
ー作となる本作が2012年の釜山国際映画祭でニューカレント賞を受賞。2作目の『マリー・イズ・
ハッピー』(TIFF13出品)は2013年のヴェネチア映画祭でプレミア上映された。 

【国際交流基金アジアセンターとは】 www.jfac.jp 
国際交流基金アジアセンターは、アジア域内に住む人々の間に、共に生きる隣人としての共感、共生の意識を育くんでいくこと

を目指し、文化事業、知的交流事業、日本語教育事業をはじめとした幅広い分野で、日本とアジア諸国との交流と協働を促進、

強化するさまざまな活動を行っています。東南アジア地域を主な対象とする交流事業や調査・研究活動等を支援する助成プロ

グラムも実施しています。詳細はウェブサイトをご覧ください。 
 
【東京国際映画祭（Tokyo International Film Festival, TIFF）】 http://2014.tiff-jp.net/ja/  
27 回を迎える東京国際映画祭（以下、TIFF）は日本で唯一の国際映画製作者連盟 （注 1） 公認の国際映画祭です。 1985 年、

日本ではじめて大規模な映画の祭典として誕生した TIFF は、日本及びアジアの映画産業、文化振興に大きな足跡を残し、

アジア最大級の国際映画祭へと成長しました。いまや最も熱気溢れるアジア映画の最大の拠点である東京に、世界中から優

れた映画が集まり、国内外の映画人、映画ファンが新たな才能とその感動に出会い、交流する場を提供します。 
（注１）国際映画製作者連盟：世界の映画産業、国際映画祭の諸問題を改善、検討する国際機関。パリに本部を置き、世界 29 ヵ国 （2014 年７月現在）が加盟し

ている。 
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www.jpf.go.jp 

http://www.jfac.jp/
http://2014.tiff-jp.net/ja/


<<

  /ASCII85EncodePages false

  /AllowTransparency false

  /AutoPositionEPSFiles true

  /AutoRotatePages /None

  /Binding /Left

  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)

  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)

  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CannotEmbedFontPolicy /Error

  /CompatibilityLevel 1.4

  /CompressObjects /Tags

  /CompressPages true

  /ConvertImagesToIndexed true

  /PassThroughJPEGImages true

  /CreateJobTicket false

  /DefaultRenderingIntent /Default

  /DetectBlends true

  /DetectCurves 0.0000

  /ColorConversionStrategy /CMYK

  /DoThumbnails false

  /EmbedAllFonts true

  /EmbedOpenType false

  /ParseICCProfilesInComments true

  /EmbedJobOptions true

  /DSCReportingLevel 0

  /EmitDSCWarnings false

  /EndPage -1

  /ImageMemory 1048576

  /LockDistillerParams false

  /MaxSubsetPct 100

  /Optimize true

  /OPM 1

  /ParseDSCComments true

  /ParseDSCCommentsForDocInfo true

  /PreserveCopyPage true

  /PreserveDICMYKValues true

  /PreserveEPSInfo true

  /PreserveFlatness true

  /PreserveHalftoneInfo false

  /PreserveOPIComments true

  /PreserveOverprintSettings true

  /StartPage 1

  /SubsetFonts true

  /TransferFunctionInfo /Apply

  /UCRandBGInfo /Preserve

  /UsePrologue false

  /ColorSettingsFile ()

  /AlwaysEmbed [ true

  ]

  /NeverEmbed [ true

  ]

  /AntiAliasColorImages false

  /CropColorImages true

  /ColorImageMinResolution 300

  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleColorImages true

  /ColorImageDownsampleType /Bicubic

  /ColorImageResolution 300

  /ColorImageDepth -1

  /ColorImageMinDownsampleDepth 1

  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeColorImages true

  /ColorImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterColorImages true

  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /ColorACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /ColorImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000ColorACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000ColorImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasGrayImages false

  /CropGrayImages true

  /GrayImageMinResolution 300

  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleGrayImages true

  /GrayImageDownsampleType /Bicubic

  /GrayImageResolution 300

  /GrayImageDepth -1

  /GrayImageMinDownsampleDepth 2

  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeGrayImages true

  /GrayImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterGrayImages true

  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /GrayACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /GrayImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000GrayACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000GrayImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasMonoImages false

  /CropMonoImages true

  /MonoImageMinResolution 1200

  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleMonoImages true

  /MonoImageDownsampleType /Bicubic

  /MonoImageResolution 1200

  /MonoImageDepth -1

  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeMonoImages true

  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode

  /MonoImageDict <<

    /K -1

  >>

  /AllowPSXObjects false

  /CheckCompliance [

    /None

  ]

  /PDFX1aCheck false

  /PDFX3Check false

  /PDFXCompliantPDFOnly false

  /PDFXNoTrimBoxError true

  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true

  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXOutputIntentProfile ()

  /PDFXOutputConditionIdentifier ()

  /PDFXOutputCondition ()

  /PDFXRegistryName ()

  /PDFXTrapped /False



  /CreateJDFFile false

  /Description <<



    /BGR <>

    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>

    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>

    /CZE <>

    /DAN <>

    /DEU <>

    /ESP <>

    /ETI <>

    /FRA <>

    /GRE <>



    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)

    /HUN <>

    /ITA <>

    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>

    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>

    /LTH <>

    /LVI <>

    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)

    /NOR <>

    /POL <>

    /PTB <>

    /RUM <>

    /RUS <>

    /SKY <>

    /SLV <>

    /SUO <>

    /SVE <>

    /TUR <>

    /UKR <>

    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)

  >>

  /Namespace [

    (Adobe)

    (Common)

    (1.0)

  ]

  /OtherNamespaces [

    <<

      /AsReaderSpreads false

      /CropImagesToFrames true

      /ErrorControl /WarnAndContinue

      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false

      /IncludeGuidesGrids false

      /IncludeNonPrinting false

      /IncludeSlug false

      /Namespace [

        (Adobe)

        (InDesign)

        (4.0)

      ]

      /OmitPlacedBitmaps false

      /OmitPlacedEPS false

      /OmitPlacedPDF false

      /SimulateOverprint /Legacy

    >>

    <<

      /AddBleedMarks false

      /AddColorBars false

      /AddCropMarks false

      /AddPageInfo false

      /AddRegMarks false

      /ConvertColors /ConvertToCMYK

      /DestinationProfileName ()

      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK

      /Downsample16BitImages true

      /FlattenerPreset <<

        /PresetSelector /MediumResolution

      >>

      /FormElements false

      /GenerateStructure false

      /IncludeBookmarks false

      /IncludeHyperlinks false

      /IncludeInteractive false

      /IncludeLayers false

      /IncludeProfiles false

      /MultimediaHandling /UseObjectSettings

      /Namespace [

        (Adobe)

        (CreativeSuite)

        (2.0)

      ]

      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK

      /PreserveEditing true

      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged

      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile

      /UseDocumentBleed false

    >>

  ]

>> setdistillerparams

<<

  /HWResolution [2400 2400]

  /PageSize [612.000 792.000]

>> setpagedevice



